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●策定の趣旨 

 

（１）計画の目的 

  本町の観光振興に当たっては、平成11年度に「新十津川町観光振興計

画」を策定し、『観光産業の育成強化』、『広域観光の推進』、『ホス

ピタリティ運動の推進』、『多面的なソフト事業の展開』を基本方針と

して事業を展開し、この間、グリーンツーリズムの推進やイベントの充

実など、観光誘客の諸施策に積極的に取り組みました。 

  その後、平成25年度から平成29年度までの計画期間で策定された計画

においては、『観光情報発信の強化』、『地域資源を生かした観光の推

進』、『「食」と「農村」の魅力を生かした観光』を基本方針とし、各

種事業の継続実施を通じた観光誘客に取り組みました。 

  現在の計画は、平成30年度から令和４年度までの計画期間として策定

され、『観光情報発信力の強化』、『都市と農村の交流促進と満足度向

上』、『母県及び母村との連携推進』、『地域資源を生かした特産品の

開発』、『ふるさと公園の魅力向上』を基本方針に定め、これまでの事

業を継承するとともに、新たな取組みを通じた観光振興策を展開し、現

在に至ります。 

この度、現在の計画が目標年次を迎えることから、新十津川町第６次

総合計画を踏まえ、観光ＰＲの充実による誘客を図り、地域活性に繋げ

ていくため、町の観光振興における令和５年度以降の新たな道標として

「新十津川町観光振興計画」を策定するものです。 

 

（２）計画の位置づけ 

  本計画は、新十津川町第６次総合計画の基本計画に掲げる政策の一つ

である「観光の振興」推進のための個別計画として位置づけられ、総合

計画前期における観光施策の指針を示すものです。 

  また、本計画で作成された主要施策は、観光分野に関連した諸計画と

の連動を図ります。 

 

（３）計画期間 

  本計画の計画期間は、令和５年度から令和９年度までの５年間としま

す。 

- 1 -- 1 -



平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

評
価

１
．
観
光
情
報
発
信
力
の
強
化

（
１
）
多
様
な
手
段
に
よ

る
効
果
的
な
発
信

①
こめ
ぞ
ー
Tw
itt
er

②
地
域
お
こし
Tw
itt
er

③
新
十
津
川
物
語
ﾄﾞ
ﾗﾏ
再
放
送

▷
こめ
ぞ
ー
Tw
itt
er

▷
地
域
お
こし
Tw
itt
er

④
駅
ﾗｲ
ﾌﾞ
ｶﾒ
ﾗ動
画
配
信

▷
こめ
ぞ
ー
Tw
itt
er

▷
地
域
お
こし
Tw
itt
er

▷
駅
ﾗｲ
ﾌﾞ
ｶﾒ
ﾗ動
画
配
信

⑤
札
沼
線
ﾄﾞ
ﾗﾏ
撮
影
・放
送

▷
こめ
ぞ
ー
Tw
itt
er

▷
地
域
お
こし
Tw
itt
er

⑥
SN
Sﾌ
ｫﾄ
ｺﾝ
ﾃｽ
ﾄ

⑦
ｸﾞ
ﾙﾒ
ｽﾀ
ﾝﾌ
ﾟﾗ
ﾘｰ

⑧
庁
舎
ﾗｲ
ﾌﾞ
配
信

▷
こめ
ぞ
ー
Tw
itt
er

⑨
ｷｬ
ﾝﾌ
ﾟﾌ
ｨｰ
ﾙﾄ
ﾞP
R動
画
配
信

➉
町
PR
ﾃﾚ
ﾋﾞ
CM
放
送

⑪
名
刺
台
紙
の
一
部
ﾘﾆ
ｭｰ
ｱﾙ

⑫
ふ
る
さ
と公
園
発
信
ｲﾝ
ｽﾀ
ｸﾞ
ﾗﾑ

○

（
２
）
観
光
大
使
の
任

命

▷
北
海
道
日
本
ﾊﾑ
ﾌｧ
ｲﾀ
ｰｽ
ﾞと
の

ﾊﾟ
ｰﾄ
ﾅｰ
協
定

①
町
応
援
大
使
１
号
（
西
村
京

太
郎
氏
）
任
命

②
町
応
援
大
使
２
号
（
五
十
嵐

威
暢
氏
）
任
命

③
町
応
援
大
使
３
号
（
さ
だ
ま
さ

し氏
）
任
命

④
さ
だ
ま
さ
し氏
が
町
特
産
品

（
地
酒
金
滴
）
の
ﾗﾍ
ﾞﾙ
揮
毫

⑤
さ
だ
ま
さ
し氏
「家
路
」を
防
災

無
線
屋
外
ﾐｭ
ｰｼ
ﾞｯ
ｸと
して
放
送

▷
さだ
ま
さし
氏
「家
路
」を
防
災
無

線
屋
外
ﾐｭ
ｰｼ
ﾞｯ
ｸと
して
放
送

○

（
３
）
ま
ち
の
案
内
機
能

の
充
実

①
駅
観
光
案
内
所
の
設
置

▷
駅
観
光
案
内
所
の
設
置

②
新
十
津
川
駅
市
の
設
置

▷
駅
観
光
案
内
所
の
設
置

▷
新
十
津
川
駅
市
の
設
置

△

２
．
都
市
と農
村
の
交
流
促
進
と満
足
度
向
上

（
１
）
ファ
ー
ム
ス
テ
イの

継
続
と民
間
ツア
ー
の
促

進

①
ﾌｧ
ｰﾑ
ｽﾃ
ｲの
継
続
実
施

②
民
間
ﾂｱ
ｰの
誘
致

▷
ﾌｧ
ｰﾑ
ｽﾃ
ｲの
継
続
実
施

▷
民
間
ﾂｱ
ｰの
誘
致

▷
ﾌｧ
ｰﾑ
ｽﾃ
ｲの
継
続
実
施

▷
民
間
ﾂｱ
ｰの
誘
致

▷
ﾌｧ
ｰﾑ
ｽﾃ
ｲの
継
続
実
施

▷
民
間
ﾂｱ
ｰの
誘
致

▷
ﾌｧ
ｰﾑ
ｽﾃ
ｲの
継
続
実
施

▷
民
間
ﾂｱ
ｰの
誘
致

○

（
２
）
都
市
部
に
お
け
る

Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
及
び

支
援

▷
ｻｯ
ﾎﾟ
ﾛﾋ
ﾞﾔ
ｶﾞ
ｰﾃ
ﾞﾝ
ふ
る
さと
応

援
PR
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ

▷
札
幌
で
の
農
産
物
ﾌｪ
ｱ

①
札
幌
ﾄﾞ
ｰﾑ
物
販
PR

②
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
沿
線
４
町
観
光
・

物
産
ﾌｪ
ｱ

③
農
業
・農
村
体
験
ﾌｪ
ｽﾀ
in
赤
れ

ん
が

▷
札
幌
で
の
農
産
物
ﾌｪ
ｱ

▷
農
業
・農
村
体
験
ﾌｪ
ｽﾀ
in
赤
れ

ん
が
④
道
外
に
お
け
る
町
特
産
品
PR

販
売
実
施
支
援
（
中
小
企
業
者

応
援
事
業
）

⑤
札
幌
に
お
け
る
町
特
産
品
PR

販
売
実
施
支
援
（
中
小
企
業
者

応
援
事
業
）

⑥
三
井
ｱｳ
ﾄﾚ
ｯﾄ
物
販
PR
出
展
支

援 ⑦
どさ
ん
こﾌ
ﾟﾗ
ｻﾞ
空
知
ﾌｪ
ｱ出
展

（
米
す
くい
どり
）

⑧
道
外
に
お
け
る
町
特
産
品
PR

販
売
実
施
支
援
（
中
小
企
業
者

応
援
事
業
）

▷
どさ
ん
こﾌ
ﾟﾗ
ｻﾞ
空
知
ﾌｪ
ｱ出
展

（
米
す
くい
どり
）

▷
農
業
・農
村
体
験
ﾌｪ
ｽﾀ
in
赤
れ

ん
が

○

【評
価
の
方
法
】　
各
主
要
施
策
ご
との
事
業
実
績
を示
し、
取
組
み
状
況
を
記
号
で
表
しま
す
。

　　
○
・・
・主
要
施
策
に
沿
った
事
業
展
開
が
、概
ね
実
施
で
き
た
も
の

　　
△
・・
・主
要
施
策
に
沿
った
事
業
展
開
が
、部
分
的
で
は
あ
る
が
実
施
で
き
た
も
の

　　
×
・・
・主
要
施
策
に
沿
った
具
体
的
な
事
業
展
開
が
、で
き
な
か
った
も
の

 １
．
現
在
の
観
光
振
興
計
画
（
平
成
3
0
年
度
～
令
和
４
年
度
）
の
評
価

-
 2

 -

- 2 -



平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

評
価

３
．
母
県
及
び
母
村
との
連
携
推
進

（
１
）
連
携
協
定
に
基

づ
く農
特
産
品
の
販
売
促

進

①
ま
ほ
ろ
ば
ｷｯ
ﾁﾝ
（
奈
良
県
）
で

の
共
同
物
産
PR
販
売

②
十
津
川
村
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄで
の
特
産
品

PR
販
売

③
JA
ﾋﾟ
ﾝﾈ
ﾌｪ
ｱ（
奈
良
県
）
で

の
特
産
品
PR
販
売

④
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
（
東
京
）
と

奈
良
の
うま
い
も
の
ﾌﾟ
ﾗｻ
ﾞ（
奈

良
駅
構
内
）
で
常
設
物
販

▷
ま
ほ
ろ
ば
ｷｯ
ﾁﾝ
で
の
共
同
物
産

PR
販
売
（
７
月
・1
1月
）

▷
十
津
川
村
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄで
の
特
産
品

PR
販
売

▷
JA
ﾋﾟ
ﾝﾈ
ﾌｪ
ｱで
の
特
産
品
PR

販
売

▷
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
と奈
良
の
うま

い
も
の
ﾌﾟ
ﾗｻ
ﾞで
常
設
物
販

⑤
十
津
川
村
が
本
町
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄへ
の

▷
各
種
物
販
事
業
【中
止
】

▷
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
と奈
良
の
うま

い
も
の
ﾌﾟ
ﾗｻ
ﾞで
常
設
物
販

⑥
東
京
・奈
良
の
ｱﾝ
ﾃﾅ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟか

らの
受
注
対
応
（
ﾒﾛ
ﾝ・
玉
ね
ぎ

等
）

⑦
東
京
・奈
良
の
ｱﾝ
ﾃﾅ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟに

お
け
る
催
事
を
通
じた
町
特
産
品

の
PR
景
品
（
新
米
）
の
配
布

▷
各
種
物
販
事
業
【中
止
】

▷
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
と奈
良
の
うま

い
も
の
ﾌﾟ
ﾗｻ
ﾞで
常
設
物
販

▷
東
京
・奈
良
の
ｱﾝ
ﾃﾅ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟか
ら

の
受
注
対
応
（
ﾒﾛ
ﾝ・
玉
ね
ぎ
等
）

▷
東
京
・奈
良
の
ｱﾝ
ﾃﾅ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟに
お

け
る
催
事
を
通
じた
町
特
産
品
の

PR
景
品
（
新
米
）
の
配
布

⑧
五
條
市
イ
ベ
ン
トへ
の
参
画
及

び
特
産
品
出
店

▷
ま
ほ
ろ
ば
ｷｯ
ﾁﾝ
で
の
同
物
産
PR

販
売

▷
東
京
・奈
良
の
ｱﾝ
ﾃﾅ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟに
お

け
る
催
事
を
通
じた
町
特
産
品
の

PR
景
品
（
新
米
）
の
配
布

○

（
２
）
三
者
に
よ
る
新
た

な
連
携
取
組
み

①
奈
良
県
か
らの
ﾂｱ
ｰ受
入
れ

②
本
町
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄで
の
母
村
特
産
品

活
用
（
味
覚
ま
つ
りｷ
ﾉｺ
鍋
、各
ｲ

ﾍﾞ
ﾝﾄ
き
の
こ販
売
）

③
本
町
と五
條
市
の
民
間
事
業

者
に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発
（
梅

ｽﾃ
ｰｷ
ｿｰ
ｽな
ど）

○
三
者
協
議
会
母
村
訪
問
交
流

事
業
【中
止
】

○
奈
良
県
へ
の
ﾓﾆ
ﾀｰ
ﾂｱ
ｰ【
中
止
】

○
三
者
協
議
会
母
村
訪
問
交
流

事
業
【中
止
】

○
奈
良
県
へ
の
ﾓﾆ
ﾀｰ
ﾂｱ
ｰ【
中
止
】

⑤
奈
良
県
五
條
市
と交
流
都
市

提
携
を
締
結

▷
本
町
ｲﾍ
ﾞﾝ
ﾄで
の
母
村
特
産
品

活
用
（
味
覚
ま
つ
りｷ
ﾉｺ
鍋
、各
ｲ

ﾍﾞ
ﾝﾄ
き
の
こ販
売
）

○

４
．
地
域
資
源
を
生
か
した
特
産
品
の
開
発

（
１
）
農
・特
産
品
ブ
ラ

ンド
力
の
向
上

▷
酒
米
粉
研
究
の
継
続

▷
酒
米
粉
研
究
の
継
続

①
酒
米
粉
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟの
特
許
取
得

②
お
米
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟﾚ
ｼﾋ
ﾟ集
の
作
成

③
しん
とつ
か
わ
も
ぎ
た
て
市
の
開

催 ④
㈱
ｾｺ
ﾏと
の
協
定
締
結

○

（
２
）
メイ
ドイ
ン新
十

津
川
の
メニ
ュー
開
発

①
しん
とつ
か
わ
お
米
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟ使
用

の
ﾛｰ
ﾙﾊ
ﾟﾝ
（
２
種
）
販
売
（
ｾｺ

ﾏ）

②
しん
とつ
か
わ
お
米
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟの
開

発
・販
売

③
しん
とつ
か
わ
お
米
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟ使
用

の
「お
に
ぎ
りﾊ
ﾟﾝ
（
ﾂﾅ
ﾏﾖ
）
」販

売
（
ｾｺ
ﾏ）

④
しん
とつ
か
わ
お
米
ｼﾛ
ｯﾌ
ﾟ使
用
の

「道
産
米
粉
の
ｸﾛ
ﾜｯ
ｻﾝ
」販
売
（
日
糧

製
ﾊﾟ
ﾝ）

⑤
同
上
「お
に
ぎ
りﾊ
ﾟﾝ
（
明
太
ﾏ

ﾖ）
」、
「し
っと
り枝
豆
ﾁｰ
ｽﾞ
ﾊﾟ
ﾝ」
販
売

（
ｾｺ
ﾏ）

⑥
町
の
コメ
エ
キ
ス
・ク
マ
ザ
サ
エ
キ
ス

○

５
．
ふ
る
さ
と公
園
の
魅
力
向
上

（
１
）
お
も
て
な
し力
の
さ

らな
る
向
上

①
ふ
る
さ
と公
園
園
地
及
び
ｷｬ
ﾝ

ﾌﾟ
村
の
外
灯
LE
D
化

②
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ壁
面
改
修

③
ｷｬ
ﾝﾌ
ﾟ村
施
設
照
明
LE
D
化

④
観
光
施
設
ﾄｲ
ﾚの
洋
式
化
及
び

ｳｫ
ｼｭ
ﾚｯ
ﾄ化

⑤
W
i-
Fi
環
境
整
備
（
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝ

ﾊﾟ
ｰｸ
、ｻ
ﾗｲ
・ｳ
ﾞｨ
ﾗﾄ
ｯﾌ
ﾟ）

⑥
冷
房
新
設
（
ｳﾞ
ｨﾗ
ﾄｯ
ﾌﾟ
）

⑦
ｷｬ
ﾝﾌ
ﾟﾌ
ｨｰ
ﾙﾄ
ﾞの
ﾘﾆ
ｭｰ
ｱﾙ

⑧
案
内
看
板
の
改
修
・新
設

○
（
２
）
施
設
間
の
横
断

的
な
連
携

▷
宿
泊
－
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ施
設
の
連
携

▷
宿
泊
－
観
光
施
設
の
連
携

①
３
施
設
周
遊
事
業
（
新
十
津

川
物
語
記
念
館
・開
拓
記
念
館
・

か
ぜ
の
び
）

②
ふ
る
さ
と公
園
を
活
用
した
賑
わ

い
創
出
に
向
け
た
ﾐｰ
ﾃｨ
ﾝｸ
ﾞ

△
（
３
）
再
整
備
計
画
に

基
づ
く魅
力
向
上

①
ふ
る
さ
と公
園
再
整
備
構
想
の

検
討

②
ふ
る
さ
と公
園
再
整
備
基
本
計

画
の
策
定

③
再
整
備
事
業
の
実
施
設
計

（
第
１
工
区
）

④
再
整
備
工
事
（
第
１
工
区
）

⑤
再
整
備
事
業
の
実
施
設
計

（
第
２
工
区
）

⑥
再
整
備
工
事
（
第
２
工
区
）

○
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２．総合計画及び総合戦略の目標値に対する実績（考察） 

 

（１）総合計画成果指標に対する実績 

ア 施策の内容及び指標項目 

施策の内容 指標項目 

①観光情報の発信 観光施設・イベント入込客数（過去３年平均） 

②都市と農村の交流促進 農業体験に訪れた都市住民（中高生）数 

③観光資源の発掘 新たに発掘した観光資源の件数 

 

イ 指標項目の目標数値に対する実績 

指標項目 
基準値 

（Ｈ22） 

中間目標 

（Ｈ28） 

目標 

（Ｒ03） 

実績 

（Ｒ03） 

観光施設・イベント入込客

数（過去３年平均） 
165千人 168千人 173千人 96千人 

農業体験に訪れた都市住民

（中高生）数 
1,000人 1,000人 1,000人 54人 

新たに発掘した観光資源の

件数 
０件 １件 ２件 ２件 

 

  ウ 目標数値に対する実績の分析 

  （ア）観光施設・イベント入込客数（過去３年平均） 

     目標年次である令和３年度の終了時点では、目標値であった173千人に対し

て実績が96千人（達成率55.5％）に留まりました。 

     この指標の達成率が低かった原因は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

を受けた各施設の休業やイベントの中止、人流の減少によるものです。 

  （イ）農業体験に訪れた都市住民（中高生）数 

     都市部から農業体験に訪れる中高生の数は、関西圏からの教育旅行が減って 

いることに加え、受入れ農家戸数の減少も受け、年々減少傾向にありましたが、 

前述のコロナ禍の影響を直接受けた結果、実績については目標値である1,000 

人に対し、54人（達成率5.4％）という結果になりました。 

  （ウ）新たに発掘した観光資源の件数 

     ２件の目標に対し、実績２件（達成率100％）となりました。 

     １件目は、「日本一早い終列車が出る終着駅」として全国的な注目を集める 

ことになったＪＲ札沼線新十津川駅で、各種メディアで取り上げられる中で、 

駅舎を観光案内窓口として活用したほか、季節ごとにイベント展開するなど、 

観光資源としての活用が図られました。 

 もう１件は、観光資源発掘事業で見出された「町の資源を活かした体験型観 

光」で、これを資源と位置付けて各旅行会社に紹介し、本町に向けた民間ツア 

ーの誘致に取り組んで来ました。 
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（２）総合戦略ＫＰＩに対する実績 

ア 主な施策の内容及び指標項目 

主な施策の内容 指標項目 

地域ブランドの創出 

特産品数 

※延伸期間では、「地場産品等の開発件数」 

物産品売上高 

地域資源を生かした観光の創

出・発信 

都市住民との交流人口 

観光ＰＲサイト訪問数 

 

イ－① 指標項目の目標数値に対する実績（当初期間 Ｈ27年度からＨ31年度まで） 

指標項目 
基準値 

（Ｈ26） 

目標値 

（Ｈ31） 

実績 

（Ｈ31） 

特産品数 22品 25品 22品 

物産品売上高 3,457万円 12,000万円 8,023万円 

都市住民との交流人口 981人 981人 599人 

観光ＰＲサイト訪問数 32,000件 50,000件 68,932件 

 

イ－② 指標項目の目標数値に対する実績（延伸期間 Ｈ27年度からＲ03年度まで） 

指標項目 
目標値 

（Ｒ03） 

実績 

（Ｒ03） 

地場産品等の開発件数 ２件 １件 

物産品売上高 8,000万円 5,377万円 

都市住民との交流人口 700人 54人 

観光ＰＲサイト訪問数 65,000人 70,179人 

 

  ウ 目標数値に対する実績の分析 

  （ア）特産品数及び物産品売上高 

     総合戦略の当初期間である平成31年度までは、新たな特産品の増加がなく増

減なしでしたが、延伸期間である令和３年度までの間において目標とした「新

たな地場産品等の開発件数２件」に対し、「しんとつかわお米シロップ」が開

発され、実績１件（達成率50％）となりました。 

 一方、物産品の売上高は、ふるさと納税返礼品の取扱い増による影響でいっ 

とき順調な伸びを見せ、当初期間の途中に目標値を12,000万円に上方修正しま

したが、終了年度である平成31年度の実績は8,023万円（達成率66.9％）に留

まりました。また、延伸期間における目標値は8,000万円に設定しましたが、

実績は5,377万円（達成率67.2％）となり、コロナ禍による町物産品の売上減

やふるさと納税の伸びが見られない影響が実績にも表れていると言えます。 
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  （イ）都市住民との交流人口 

     総合計画の指標項目と類似していますが、ここでは中高生のみではなく、大

学生や一般などの来町者数も含みます。 

 当初期間の実績において、目標値である981人を大幅に下回る599人（達成率 

61.1％）でした。この減少傾向を踏まえ延伸期間においては700人を目標値に 

定めましたが、コロナ禍の影響によりファームステイや民間ツアーの開催が激 

減し、実績は54人（達成率7.7％）となりました。 

  （ウ）観光ＰＲサイト訪問数 

     当初期間において、目標値50,000件の目標値に対して実績が68,932人（達成 

率137.9％）と目標値を大きく上回りました。 

 また、延伸期間の目標値として定めた65,000人に対する実績も70,719件（達 

成率108.0％）で堅調な推移となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★次期（令和５年度～９年度）の観光振興計画策定に向けて★ 
 

新型コロナウイルス感染症拡大が表面化した令和２年以降、世の中に大き

な影響を与え続けているコロナ禍は、各地の観光入込客数を激減させ、「観

光」事業そのものの効果を根底から覆すものとなっています。 

 

 本町の観光入込客数や都市住民との交流人口についても、コロナ禍によっ

て大きく影響を受け激減している中にあっても、観光ＰＲサイトへの訪問数

は堅調な増加をしてきました。 

 

 コロナ禍の影響に伴う人流の減少は、今後も一定の期間、覚悟しなければ

ならないものと思われますが、今後における交流人口の回復や向上のため、

次期の観光振興計画の期間においてもこれまでのような取組みを時代に即し

た形で継続していく工夫が求められます。 

 

また、現在の観光振興計画に基づいて計画的に進めてきた成果として、 

「リニューアルされたふるさと公園」があることから、この公園を誘客の核

と位置付けた事業展開や、コロナ禍明けの本格的な人流の活性化に備え、早

期の段階から多様な媒体を活用した魅力的な情報発信を効果的に展開してい

くことを、次期の観光振興計画における大きな柱と位置付けしていく必要が

あると考えます。 
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３．本町の観光資源 

 

分類 中分類 観光資源等の名称 

歴
史
・
伝
統 

史実 十津川郷からの団体移住による成り立ち 

歴史ある 

建造物 
新十津川神社、出雲大社新十津川分院、農業記念館、金滴酒造 

歴史ある 

場所 
菊水公園、夫婦山霊水山新八十八ヶ所 

伝統 
剣道（尚武館、尚武会）、獅子神楽、新十津川おどり、神輿渡

御（新十津川神社例大祭）、徳富太鼓 

自
然
・
景
観 

山 ピンネシリ、夫婦山、富士形山 

川、沼等 石狩川、徳富川、総富地川、砂金沢川、袋地沼 

景観 

田園風景、徳富ダム（トップ湖）、当せん地展望台（入植当時

に碁盤の目に区画割りされた当せん地の姿を引き継ぐ美しい田

園風景） 

交
通 

 
中央バス、宮井レンタカー、こすもす観光バス、第一マイクロ

レンタカー、新十津川北星ハイヤー、新十津川町地域公共交通 

公
園 

 

ふるさと公園（水景広場・テラス休憩施設・ＢＢＱコーナーの

新設）、新十津川駅跡公園（仮称）、吉野公園、吉野駐車公

園、石狩徳富河川緑地公園 

温
泉 

温泉名 新十津川温泉、吉野温泉 

温泉施設 グリーンパークしんとつかわ、吉野地区活性化センター 

宿
泊
施
設 

ホテル・ 

コテージ 

グリーンパークしんとつかわ、サンヒルズ・サライ、ヴィラト

ップ、ピンネ荘 

キャンプ場 
しんとつかわキャンプフィールド、吉野公園キャンプ場、グリ

ーンパークキャンプ場、なまらだべさぁキャンプ場 
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観
光
的
施
設 

情報発信、休

憩、販売 
物産館（くじら館） 

文化施設 

開拓記念館、新十津川物語記念館、文化伝習館、かぜのび、ゆ

めりあホール、農村環境改善センターギャラリー、図書館展示

ギャラリー 

体育施設 

スポーツセンター、温水プール、ピンネスタジアム、ふるさと

公園野球場、ピンネテニスコート、ふるさと公園テニスコー

ト、ふるさと公園サッカーコート、サンウッドパークゴルフ

場、石狩徳富河川緑地パークゴルフ場、新十津川室内パークゴ

ルフ、そっち岳スキー場、尚武館 

農
特
産
品 

農・特産品 

米（ゆめぴりか、ななつぼし、ふっくりんこ）、酒造好適米、

メロン、トマト、ミニトマト、シイタケ、玉ねぎ、小麦、そ

ば、大豆、長ねぎ、軟白ねぎ、ブロッコリー、スイートコー

ン、アスパラガス、さやいんげん、にんにく、フルーツほおず

き 

ホルモン・ジンギスカン（㈲大畠精肉店）、陶器（新十津川登

り窯屯田陶房）、笹鮨（お梅茶屋）、日本酒（金滴酒造㈱）、

ソーセージ・ベーコン・ジャーキー・塩辛（フレーバーカント

リー）、ソーセージ（㈱ヴルストよしだ）、WAVER KRAFT.（㈱

吉原板金工業） 

おもな観光土

産等 

しんとつかわお米シロップ、新十津川物語（かぼちゃパイ）、

終着駅饅頭（米粉饅頭）、お米のゴーフレット、金滴酒蔵蒸し

ケーキ、金滴地酒ケーキ、金滴酒粕煎餅、金滴酒粕ミルククリ

ーム、新十津川物語ラーメン、金滴酒粕ラーメン、金滴酒粕チ

ーズカレー、金滴甘酒丹切飴、くじら塩もち、新十津川ミニメ

ロンゼリー、徳富笹、徳富茶、とうきびチョコ、新十津川アイ

スミルク、ミニトマトジュース、厳選トマトジュース、トマト

ケチャップ、ミニトマトジャム、トマトチョコ、新十津川オリ

ジナル羊羹（熊笹、金滴酒粕、トマト） 

分類 中分類 観光資源等の名称 
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分類 中分類 観光資源等の名称 

食 

郷土料理、保

存食 
めはりずし、笹ずし、なれずし、レコードもち 

食事処等 

お梅茶屋、レストランすばる、レストランクリスタル、ピンネ

荘、ドライブイン ピットイン、レストランくじら、石窯カフ

ェヤマト、デザートハウス ニース、ラーメンとん太、Cafe＆

Rest風花、英ちゃん、アトリエ・ロカル、なこたこ、CrossLab 

Donut&Café、むらのパン屋さん、ameyuki、田んぼのおやつ、

アテトサイ 

名物メニュ

ー、ソウルフ

ード 

釜飯・笹鮨（お梅茶屋）、メガ盛メニュー（レストランクリス

タル・レストランくじら）、手打ちそば（ピンネ荘）、酒粕ラ

ーメン（レストランすばる、レストランくじら）、石窯焼きピ

ザ（石窯カフェヤマト）、焼鳥（英ちゃん）、たこやき（なこ

たこ）、新十津川ザンギ（アテトサイ）ほおずきスイーツ 

体
験 

 陶芸、染色、織物、そば打ち、ファームステイ 

イ
ベ
ン
ト 

 

新十津川陶芸まつり、金滴酒蔵まつり、野外慈善ビールパーテ

ィー、ピンネシリ登山マラソン、しんとつかわふるさとまつ

り、しんとつかわ味覚まつり、しんとつかわ雪まつり、しんと

つかわもぎたて市、しんとつかわマルシェ、ゆめの村マルシェ

イベント、SORAON 

組
織 

 
新十津川町観光協会、しんとつかわで心呼吸。推進協議会、母

県、母村、本町三者協定協議会、ふるさとまつり実行委員会 
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４ 次期（令和５年度～９年度）の観光振興計画の策定について 

 

（１）第６次総合計画の「観光の振興」政策に掲げる展開方針、施策及び 

主要な取組事項 
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総合計画に掲げる政策を踏まえた次期観光振興計画の策定 
 

総合計画に位置付ける施策「観光ＰＲの充実」の

成果指標を達成するための主要な取組 
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（２） 次期計画の基本方針

前計画期間までの事業実績、総合計画・総合戦略の目標値に対する自己評価、
第６次総合計画に掲げる政策を踏まえ、地域資源を活かした観光ＰＲの充実によ
る誘客を図り、地域経済の活性化に繋げていくため、次の項目を主要施策としま
す。

なお、観光振興という分野は、時代の小さな変化や流行に沿った事業展開が必
要であるため、主要施策のみに捉われることなく、より効果的なものへのアンテ
ナを張り、必要性が高ければ積極的に取り組む柔軟性を持つことが大切です。

１ 情報発信力のさらなる強化

～より注目を集める「しんとつかわ」の発信！

２ ふるさと公園を核とした誘客の促進

～リニューアルした公園の魅力を前面に

３ 母県・母村との交流促進

～歴史の強みを活かし絆を深める事業展開

４ 地域資源と連携を活かした

交流人口の拡大

～多様な連携で地域を活性化
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（３）次期計画の主要施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【推進例】 

①ＰＲ冊子等への応援大使の掲載 

②イベント等における応援大使グッズの活用 

③応援大使自身の活動との連携（鑑賞事業の実施等）  など 

１ 情報発信のさらなる強化 

（１）魅力的な観光情報の発信  

インターネットを活用した情報発信は、情報を伝える手段としても受け取る

手段としても主流になったことから、インターネット上で新十津川の観光情報

がより得やすく・見やすくなるよう拡充に努めます。 

また、インターネットの他に、テレビＣＭや観光情報誌等の媒体も同時に活

用することで、様々な年代・家庭に届く情報発信を目指します。 

【推進例】 

①観光情報に特化した魅力的なホームページの作成 

 ②テレビＣＭの活用 

 ③道の駅やパーキングエリア等へのＰＲ冊子の配置   など 

【推進例】 

①各種イベント情報の適宜配信 

②リニューアルしたふるさと公園にスポットをあてた情報配信 

③イベント風景写真やＰＲ動画などの配信   など 

（２）ＳＮＳによるタイムリーな情報配信 
積極的な情報発信のため、各種ＳＮＳ（※）を活用したタイムリーな観光情

報を配信していくことで、発信者からの一方通行の伝達に留まらず、受け手も

発信者となって情報が拡散される仕組みを目指します。 

※ＳＮＳ：インターネットを利用して他者と交流できるサービス 

（３）新十津川町応援大使によるＰＲ 

全国に向けた効果的な情報発信やイメージアップのため、引き続き新十津川

町応援大使と連携をしていけるよう任期の継続や協力依頼事項等に係る調整

に努めます。 
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【推進例】 

①公園内施設間の情報共有による相互の案内機能の充実 

②Wi-Fi スポットの設置による利便性の向上 

③子どものスポーツ大会の誘致や町内施設間の周遊事業の実施 など 

２ ふるさと公園を核とした誘客の促進 

（１）話題性の高いメディアを通じた魅力のＰＲ 

リニューアルされた公園を映像で分かりやすく紹介する工夫や、話題性の

ある動画配信サイトでふるさと公園を舞台にした番組が制作されるよう誘致

等を図り、公園の魅力の効果的なＰＲに取り組みます。 

【推進例】 

①人気の高い YouTube チャンネルの収録誘致 

②ＰＲ動画の作成（テレビＣＭの放映やホームページ上での公開）など 

【推進例】 

①ふるさと公園リニューアルオープンイベントの実施及び支援 

②キッチンカーイベント、音楽イベント、各種イベント企画の支援 

③にぎわい創出に取り組む組織等の運営に対する支援  など 

（２）にぎわいの創出及びにぎわいの持続化への支援 

リニューアル後のふるさと公園を有効に活用し誘客を図るためには、充実

した施設のＰＲだけでなく、イベントなどのソフト事業の実施が効果的であ

り、その開催情報の発信も相まって公園自体のＰＲ効果も高まることから、

にぎわいを創出する取組を支援し、誘客の促進を図ります。また、にぎわい

創出の取組が持続的に実施されていくよう必要な支援に努めます。 

（３）おもてなし力の向上や横断的な連携の推進 

増加が見込まれる公園の来客に対するおもてなし環境の向上のため、おも

てなし力の向上に繋がる取組を進めるとともに、既存の観光施設や体育施設

との連携のほか、各施設や関係機関も含めた横断的な連携を図ります。 
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３ 母県・母村との交流促進 

（１）三者連携協定に基づく相互のＰＲ及び販売促進 

特産品の宣伝販売や観光情報の発信等について協働で推進することを明

記した奈良県、十津川村及び新十津川町による連携協定が締結され、観光振

興における後押しとなっています。さらに、令和４年には、奈良県五條市と

の交流都市提携が締結され、母県母村との絆はさらに強化されました。 

 このネットワークを生かし、相互の農特産品のＰＲ及び販売促進を図りま

す。また、話題づくりや新たな資源の創出等のための取組について、合意形

成できるものには前向きに取り組んでいきます。 

【推進例】 

①三者協働のＰＲ・販促イベントへの出展の継続 

 ②母県母村と本町のイベントにおける特産品ＰＲ販売の相互出店 

 ③母県母村特産品のプレゼント企画の実施   など 

【推進例】 

①母県からの来町者へのおもてなし事業の継続 

②母県母村との交流を目的とした団体訪問への支援 

③民間同士の連携（特産品開発等）に対する支援 など 

（２）関係団体等の交流への支援 

母県母村との交流を深めるため、母県からの来町した宿泊者に特産品等を

プレゼントして歓迎の意を表する事業を実施してきましたが、今後において

も同様の事業を継続します。 

また、協定に関係する団体等が母県母村と交流することは、心の交流が図

られ関係性が深化するだけでなく、民間相互による新たな特産品開発等に繋

がる効果も期待できることから、交流への支援や商品開発に対し、必要な支

援を行います。 
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【推進例】 

①プロスポーツ団体・事業者等と連携した農特産品のＰＲ 

②メーカー等の民間事業者への農特産品の情報提供 など 

４ 地域資源と連携を活かした交流人口の拡大 

（１）ファームステイ・民間ツアー受入による新十津川の体感 
ファームステイは、これまで都市と農村の交流促進の中心的役割を果たし

てきました。現在、来町校や受入れ農家は減少傾向にありますが、基幹産業

を通じて新十津川を体感できる貴重な機会であることから、受入れ環境の続

く限り受入れを継続できるよう体制の確保に努めます。 

【推進例】 

①役場庁舎前での農産物販売等の実施 

②集客の多い施設や会場での農特産品のＰＲ・販売 

③新たな地場産品の開発に係る費用への助成   など 

（２）農特産物のＰＲ・販売や地場産品開発への支援 
 北海道の「食」や「農特産物」に関する分野は関心が高く、メディアやＳ

ＮＳ、口コミなどで注目を集められれば誘客や売上に直結する大きな観光要

素と言えます。このことから、町内での町農産品直売や都市部での直売、集

客施設等でのＰＲ・販売を行うとともに、新たな地場産品の開発に対する支

援も行っていきます。 

（３）多様な主体との積極的な連携 
新十津川町そのものや、町の農特産品などを効果的にＰＲするためには、

行政や町内関係者だけによる事業展開では限界があります。 

例えば、新十津川のお米シロップを使ったパンの商品開発と販売に繋がっ

た民間事業者との連携のように、多様な主体との関係性を大切にした積極的

な連携に努めます。 

【推進例】 

①ファームステイ（農業体験）受入れの継続 

②新十津川町を目的とした民間バスツアーの誘致  など 
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